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１．経営成績・財政状態に関する分析

(1）経営成績に関する分析

 当連結会計年度におけるわが国経済は、前半には新政権の経済対策や金融政策の効果、年度末に向けては消費税率

引上げに伴う駆け込み需要等もあり、景気は緩やかに回復しました。しかし、アメリカの金融緩和縮小による影響

や、中国をはじめとする新興国経済の不確実性等、海外景気の下振れが、引き続きわが国の景気を下押しするリスク

となっております。

 当社グループの主要顧客である自動車業界におきましては、「六重苦」の一つであった超円高は是正されました

が、これまで急成長を遂げてきたアジアを中心とした新興国市場に減速感が見られ、先行きが懸念されております。

 このような状況の中、当社グループでは、当連結会計年度の主な課題として、「全社での改革実行」、「収益確

保」、「受注確保」、「さらなるグローバル化推進」、「開発強化」を掲げ、これらの課題に鋭意取り組んでまいり

ました。

 全社での改革実行につきましては、社内及び現地工期の短縮や、開発推進、人材育成のスピードアップに努めてま

いりました。

 収益確保につきましては、先を見通した個別工事予算の早期発行と厳守及びアフターサービス工事の伸長と子会社

管理の強化により、収益の確保に努めてまいりました。

 受注確保につきましては、機種別・顧客別の戦略を明確化した、顧客目線での全社提案営業の徹底や、人脈構築の

強化により、受注の確保に取り組んでまいりました。 

 さらなるグローバル化推進につきましては、海外調達の継続的推進や海外アフターサービス体制の強化、海外研修

制度による若手のレベルアップ等により、全職場でのグローバル化への意識と対応力の向上に努めてまいりました。

 開発強化につきましては、市場と顧客のニーズに応える開発のスピードアップ、社外との連携強化による開発力の

レベルアップや幅広い開発テーマの推進に取り組んでまいりました。

 上記取り組みや自動車業界各社の設備投資が堅調に推移していることにより、当連結会計年度においては、過去最

高の売上高、利益を更新することができました。当連結会計年度の受注高につきましては、プレス機械は14,763百万

円(前連結会計年度比5.0％増)と前連結会計年度を上回ったものの、ＦＡシステム製品はブランキングプレスライン

の受注が少なかったため、5,150百万円(前連結会計年度比29.4％減)と前連結会計年度を下回りました。アフターサ

ービス工事も6,241百万円(前連結会計年度比7.3％減)と前連結会計年度を下回りました。全体でも26,155百万円(前

連結会計年度比6.9％減)と前連結会計年度を下回る結果となりました。当連結会計年度末の受注残高は22,207百万円

(前連結会計年度末比3.2％増)と前連結会計年度末を上回りました。

 売上高につきましては、プレス機械は13,660百万円(前連結会計年度比26.0％増)、ＦＡシステム製品は6,538百万

円(前連結会計年度比8.7％増)とそれぞれ前連結会計年度を上回りましたが、アフターサービス工事は前連結会計年

度にタイの洪水の復旧工事があったため、5,275百万円(前連結会計年度比23.8％減)と前連結会計年度を下回りまし

た。全体では25,474百万円(前連結会計年度比7.1％増)と前連結会計年度を上回り、過去最高の売上高となりまし

た。

 損益面におきましては、営業利益は2,848百万円(前連結会計年度比4.9％増)、経常利益は2,800百万円(前連結会計

年度比4.8％増)とそれぞれ前連結会計年度を上回りました。当期純利益は前連結会計年度に厚生年金基金からの脱退

に伴う特別損失を計上していたため、1,827百万円(前連結会計年度比14.1％増)と前連結会計年度を上回りました。

利益面につきましても、それぞれ過去最高となりました。

（次期の見通し）

 今後の経済情勢は、各種政策の効果が下支えする中で、景気の回復基調が続くことが期待されていますが、海外景

気の下振れがわが国の景気を下押しするリスクとなり、依然として不確実性が残っております。また、消費税率引上

げに伴う駆け込み需要の反動も見込まれております。

 当社グループの主要顧客である自動車業界におきましては、アジアを中心とした新興国市場での販売が減少してお

り、予断を許さない状況になってきております。

 このような状況の中、当社は、全社提案営業の展開や、アフターサービスの強化によりお客様満足度の向上を図

り、「ものづくり力のさらなる進化」を目指してまいります。また、当社は今年８月をもって創立50周年を迎えるこ

ととなりますが、これも偏にお客様、株主の皆様の変わらぬご支援、ご鞭撻のおかげと深く感謝いたします。 

 次期の見通しにつきましては、自動車業界における設備投資に陰りが見られることから、売上高は23,000百万円

（当連結会計年度比9.7％減）と予想しております。損益面につきましても売上減に伴い、営業利益2,430百万円（当

連結会計年度比14.7％減）、経常利益2,400百万円（当連結会計年度比14.3％減）、当期純利益1,570百万円（当連結

会計年度比14.1％減）と減益を予想しております。

 なお、上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報をもとにした仮定を前提としておりますので、実

際の業績は、今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。
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(2）財政状態に関する分析

① 資産、負債及び純資産の状況

 当連結会計年度末における流動資産の残高は、前連結会計年度末に比べ1,854百万円増加し、20,057百万円とな

りました。これは、主に受取手形及び売掛金が増加したことによるものであります。 

 固定資産の残高は、前連結会計年度末に比べ858百万円増加し、4,364百万円となりました。これは、主に有形固

定資産及び投資その他の資産が増加したことによるものであります。 

 負債の残高は、前連結会計年度末に比べ1,134百万円増加し、14,005百万円となりました。これは、主に未払法

人税等及び前受金が増加したことによるものであります。 

 純資産の残高は、前連結会計年度末に比べ1,578百万円増加し、10,415百万円となりました。これは、主に利益

剰余金が増加したことによるものであります。

② キャッシュ・フローの状況

 当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、売上債権の増加や有形固定資産の取

得による支出等の要因はあったものの、税金等調整前当期純利益の計上及び前受金の増加等により、前連結会計年

度末に比べ1,223百万円増加し、当連結会計年度末には7,797百万円となりました。 

 当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 当連結会計年度において営業活動の結果獲得した資金は、1,879百万円（前年同期比35.8％減）となりました。

これは、主に売上債権の増加や法人税等の支払等の要因はあったものの、税金等調整前当期純利益の計上及び前受

金の増加等があったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 当連結会計年度において投資活動の結果使用した資金は、413百万円（前年同期比39.3％減）となりました。こ

れは、主に定期預金の払戻による収入等の要因はあったものの、定期預金の預入による支出及び有形固定資産の取

得による支出等があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 当連結会計年度において財務活動の結果使用した資金は、298百万円（前年同期比57.4％減）となりました。こ

れは、主に配当金の支払があったことによるものであります。

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

 利益配分につきましては、財務体質の強化・充実を図り、長期にわたる強固な経営基盤の確保に努め、これに基づ

く安定的な配当を実施することを基本方針としております。 

 なお、内部留保資金につきましては、中長期的視野に基づいた研究開発や事業規模拡大のための投融資等に充当し

たいと存じます。 

 当期末の配当金につきましては、１株につき30円の普通配当に、10円の記念配当（創立50周年記念）を加えた40円

とさせていただく予定です。また、次期の配当金につきましては、当期純利益金額や財務体質等を勘案し、１株につ

き30円を予定しております。
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２．企業集団の状況

 当社は、日立造船株式会社の企業グループに属しております。また、当社グループは、当社、子会社６社で構成さ

れ、プレス機械、ＦＡシステム製品の製造・販売及びこれらの製品の修理・改造・点検・移設等のアフターサービス工

事を主な事業としております。 

 なお、当社グループは単一セグメントであるため、事業の種類別セグメント情報は記載しておりません。

品目の名称 主 要 製 品 名

 プレス機械

サーボプレス、 

ダブルアクションプレス、リンクモーションプレス、クランクレスプレス、クラン

クプレス、ナックルプレス

 ＦＡシステム製品

プレス周辺自動化装置…二次元・三次元トランスファ装置、ディスタックフィー

ダ、コイルフィーダ、ローダ・アンローダ、ロボット式搬送装置、パイ

ラ、パレタイザ他

 

電子制御機器…プレス生産管理システム、デジタル圧力設定器、ロードアナライ

ザ、オペレーティングモニタ、電子式ロータリカムスイッチ、デジタル

位置調整器、自動データ設定装置、保全支援システム他

 

産業機械…レーザー溶接装置、溶接治具、ウォータージェット切断装置、各種自動

搬送装置他

 アフターサービス工事 修理、改造、点検、移設等

 なお、子会社であるHitachi Zosen Fukui U.S.A.,Inc.、H&F Europe Limited、H&F Services(Thailand)Co.,Ltd.及び

HZF Services(Malaysia)Sdn.Bhd.はアフターサービス工事を主な事業として営んでおります。

［事業系統図］ 

 当社グループの事業内容及び当社と主要な関係会社の当該事業に係る位置付けは次のとおりであります。
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３．経営方針

(1）会社の経営の基本方針

 当社は、顧客第一に徹して優れた商品を作り社会に貢献すること、創造性を発揮して技術開発と体質改革に努め業

界の一流をめざすこと、企業と社員の目標の融合をはかり、会社の繁栄を通じて社員の幸福を築くことを経営理念と

しております。 

 この経営理念のもと、プレス機械、各種自動化装置、制御システム及びアフターサービス（点検・移設・改造な

ど）まで一貫した自社技術で開発・製作することで、最適な商品を提供し、顧客の満足と信頼性を向上させるよう努

めております。

 

(2）目標とする経営指標

 当社は、事業の発展及び収益の継続的な拡大を通じて企業価値を高めていくことを目標としており、経常利益及び

当期純利益等、利益の拡大と利益率向上を重要な経営指標と考えております。

 

(3）中長期的な会社の経営戦略及び会社の対処すべき課題 

 平成26年度以降につきましては、全社営業の展開や、アフターサービスの強化によりお客様満足度の向上を図り、

「ものづくり力」をさらに進化させるべく、以下の施策に取り組んでまいります。 

① 全社営業による受注確保 

      ・機種別、顧客別受注戦略の明確化 

      ・全社提案営業活動の徹底 

      ・海外向け大型アフターサービス工事の計画的受注 

② ものづくり力のさらなる進化 

      ・社内での生産性向上 

      ・現地据付期間短縮 

③ 安定的な収益を出せる体質の確立 

      ・部門別コストダウン目標の明確化と必達 

      ・先を見通した個別工事予算の早期発行と厳守 

      ・アフターサービス工事伸長と収益確保 

      ・子会社管理の徹底 

④ お客様満足度のさらなる向上 

      ・クイックレスポンスの徹底 

      ・全社での社外人脈構築によるお客様との関係強化 

      ・世界でのアフターサービス強化 

⑤ グローバル化のさらなる推進 

      ・全役職員の意識向上と対応力強化 

      ・海外調達の継続的推進 

      ・中国でのブロック製作の円滑な推進 

      ・海外アフターサービス体制強化 

      ・若手海外研修制度の継続 

⑥ 開発強化 

      ・お客様、市場から要求される製品のタイムリーな開発 

      ・受注済開発製品の予定通りの完成 

      ・社外との連携のさらなる強化と先を見通した開発テーマの創出 

⑦ 人材育成 

⑧ 品質・リスク管理の徹底及び安全で活力ある快適職場の構築 
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４．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表
 

    (単位：千円) 

  前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成26年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 8,759,508 8,446,134 

受取手形及び売掛金 ※３ 7,686,960 8,999,295 

商品及び製品 43,959 47,498 

仕掛品 ※２ 549,552 ※２ 567,029 

原材料及び貯蔵品 148,243 205,887 

繰延税金資産 260,058 335,091 

その他 757,264 1,457,298 

貸倒引当金 △2,658 △980 

流動資産合計 18,202,890 20,057,255 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 3,447,958 3,487,632 

減価償却累計額 △2,421,464 △2,465,770 

建物及び構築物（純額） 1,026,493 1,021,861 

機械装置及び運搬具 4,479,394 4,550,741 

減価償却累計額 △3,806,325 △3,559,723 

機械装置及び運搬具（純額） 673,069 991,017 

土地 838,364 833,057 

リース資産 8,477 26,859 

減価償却累計額 △6,181 △3,951 

リース資産（純額） 2,296 22,908 

建設仮勘定 8,776 47,304 

その他 522,083 568,858 

減価償却累計額 △439,339 △439,581 

その他（純額） 82,743 129,277 

有形固定資産合計 2,631,743 3,045,427 

無形固定資産    

のれん 40,424 3,109 

ソフトウエア 42,957 142,293 

その他 56,165 8,242 

無形固定資産合計 139,547 153,645 

投資その他の資産    

投資有価証券 ※１ 629,077 ※１ 706,839 

その他 105,180 458,396 

貸倒引当金 △280 △280 

投資その他の資産合計 733,978 1,164,956 

固定資産合計 3,505,270 4,364,029 

資産合計 21,708,160 24,421,285 
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    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成25年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成26年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 ※３ 1,332,196 1,464,480 

短期借入金 100,000 100,000 

リース債務 1,757 5,167 

未払金 5,577,250 5,726,682 

未払費用 1,499,601 1,157,847 

未払法人税等 449,275 861,997 

前受金 1,395,692 2,151,193 

賞与引当金 334,000 417,000 

製品保証引当金 434,860 368,096 

受注損失引当金 ※２ 416,684 ※２ 261,494 

その他 157,842 37,760 

流動負債合計 11,699,161 12,551,721 

固定負債    

リース債務 800 15,950 

繰延税金負債 32,954 50,910 

退職給付引当金 1,085,512 － 

役員退職慰労引当金 35,840 45,248 

退職給付に係る負債 － 1,325,076 

その他 16,620 16,620 

固定負債合計 1,171,727 1,453,805 

負債合計 12,870,889 14,005,527 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,055,000 1,055,000 

資本剰余金 747,400 747,400 

利益剰余金 7,096,043 8,628,099 

自己株式 △83 △163 

株主資本合計 8,898,360 10,430,336 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 64,040 113,492 

繰延ヘッジ損益 △79,150 △4,941 

為替換算調整勘定 △46,479 68,091 

退職給付に係る調整累計額 － △191,721 

その他の包括利益累計額合計 △61,589 △15,078 

新株予約権 500 500 

純資産合計 8,837,271 10,415,757 

負債純資産合計 21,708,160 24,421,285 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
 

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

売上高 23,779,354 25,474,265 

売上原価 ※１ 19,049,865 ※１ 20,439,809 

売上総利益 4,729,489 5,034,455 

販売費及び一般管理費    

給料 533,618 589,287 

賞与引当金繰入額 77,540 97,730 

退職給付費用 73,594 44,159 

研究開発費 ※２ 247,820 ※２ 257,998 

その他 1,080,857 1,196,520 

販売費及び一般管理費合計 2,013,431 2,185,696 

営業利益 2,716,057 2,848,758 

営業外収益    

受取利息 22,389 32,721 

受取配当金 8,185 8,934 

保険差益 383 38,897 

その他 1,837 15,275 

営業外収益合計 32,796 95,828 

営業外費用    

支払利息 2,018 628 

為替差損 38,854 106,407 

固定資産除却損 1,356 22,680 

その他 35,613 ※３ 14,458 

営業外費用合計 77,842 144,173 

経常利益 2,671,011 2,800,414 

特別損失    

厚生年金基金脱退拠出金 841,104 － 

特別損失合計 841,104 － 

税金等調整前当期純利益 1,829,907 2,800,414 

法人税、住民税及び事業税 485,783 1,039,490 

法人税等調整額 △257,148 △66,628 

法人税等合計 228,635 972,862 

少数株主損益調整前当期純利益 1,601,272 1,827,551 

当期純利益 1,601,272 1,827,551 
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（連結包括利益計算書）
 

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 1,601,272 1,827,551 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 36,157 49,451 

繰延ヘッジ損益 15,742 74,209 

為替換算調整勘定 70,850 114,571 

その他の包括利益合計 122,751 238,232 

包括利益 1,724,023 2,065,783 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 1,724,023 2,065,783 

少数株主に係る包括利益 － － 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日）

        (単位：千円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 1,055,000 747,400 5,622,736 △50 7,425,085 

当期変動額           

剰余金の配当     △147,748   △147,748 

当期純利益     1,601,272   1,601,272 

連結範囲の変動     19,784   19,784 

自己株式の取得       △32 △32 

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）           

当期変動額合計 － － 1,473,307 △32 1,473,275 

当期末残高 1,055,000 747,400 7,096,043 △83 8,898,360 

 

               

  その他の包括利益累計額 

新株予約権 純資産合計 
  

その他有価証券
評価差額金 繰延ヘッジ損益 

為替換算調整勘
定 

退職給付に係る
調整累計額 

その他の包括利
益累計額合計 

当期首残高 27,882 △94,893 △117,330 － △184,340 500 7,241,244 

当期変動額               

剰余金の配当             △147,748 

当期純利益             1,601,272 

連結範囲の変動             19,784 

自己株式の取得             △32 

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 

36,157 15,742 70,850 － 122,751 － 122,751 

当期変動額合計 36,157 15,742 70,850 － 122,751 － 1,596,026 

当期末残高 64,040 △79,150 △46,479 － △61,589 500 8,837,271 
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当連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日）

        (単位：千円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 1,055,000 747,400 7,096,043 △83 8,898,360 

当期変動額           

剰余金の配当     △295,495   △295,495 

当期純利益     1,827,551   1,827,551 

自己株式の取得       △80 △80 

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）           

当期変動額合計 － － 1,532,056 △80 1,531,975 

当期末残高 1,055,000 747,400 8,628,099 △163 10,430,336 

 

               

  その他の包括利益累計額 

新株予約権 純資産合計 
  

その他有価証券
評価差額金 繰延ヘッジ損益 

為替換算調整勘
定 

退職給付に係る
調整累計額 

その他の包括利
益累計額合計 

当期首残高 64,040 △79,150 △46,479 － △61,589 500 8,837,271 

当期変動額               

剰余金の配当             △295,495 

当期純利益             1,827,551 

自己株式の取得             △80 

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 

49,451 74,209 114,571 △191,721 46,511 － 46,511 

当期変動額合計 49,451 74,209 114,571 △191,721 46,511 － 1,578,486 

当期末残高 113,492 △4,941 68,091 △191,721 △15,078 500 10,415,757 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書
 

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 1,829,907 2,800,414 

減価償却費 257,891 321,922 

減損損失 － 5,306 

のれん償却額 37,314 37,314 

賞与引当金の増減額（△は減少） 65,000 83,000 

製品保証引当金の増減額（△は減少） 147,416 △66,764 

受注損失引当金の増減額（△は減少） 84,168 △155,190 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 114,607 － 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 47,842 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 9,315 9,408 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,592 △1,671 

受取利息及び受取配当金 △30,575 △41,656 

支払利息 2,018 628 

固定資産除却損 2,571 22,680 

投資有価証券評価損益（△は益） 25,921 － 

売上債権の増減額（△は増加） △80,507 △1,256,165 

たな卸資産の増減額（△は増加） 732,306 △46,206 

その他の流動資産の増減額（△は増加） △442,161 284,006 

仕入債務の増減額（△は減少） △242,339 122,296 

未払費用の増減額（△は減少） 539,243 △352,765 

未払金の増減額（△は減少） △45,385 △4,251 

前受金の増減額（△は減少） 88,029 709,751 

その他の流動負債の増減額（△は減少） 14,056 △37,684 

その他 △78,558 △9,764 

小計 3,031,832 2,472,452 

利息及び配当金の受取額 22,217 41,662 

利息の支払額 △2,006 △628 

法人税等の支払額 △121,707 △633,579 

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,930,335 1,879,907 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △2,957,797 △2,877,300 

定期預金の払戻による収入 2,752,630 3,450,786 

投資有価証券の取得による支出 △308,981 △8,244 

投資有価証券の売却による収入 － 416 

有形固定資産の取得による支出 △92,455 △576,215 

無形固定資産の取得による支出 △73,737 △59,267 

その他 △629 △343,478 

投資活動によるキャッシュ・フロー △680,971 △413,304 
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    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △550,000 － 

自己株式の取得による支出 △32 △80 

配当金の支払額 △148,015 △295,152 

その他 △1,757 △3,149 

財務活動によるキャッシュ・フロー △699,805 △298,382 

現金及び現金同等物に係る換算差額 39,151 54,879 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,588,710 1,223,099 

現金及び現金同等物の期首残高 4,822,306 6,574,833 

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 163,817 － 

現金及び現金同等物の期末残高 ※ 6,574,833 ※ 7,797,933 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を当連結会計年度末より適用し（ただし、退職給付会計基準第35項本文及び退職

給付適用指針第67項本文に掲げられた定めを除く。）、退職給付債務の額を退職給付に係る負債として計上する方

法に変更し、未認識数理計算上の差異を退職給付に係る負債に計上しております。 

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従っており、当連結

会計年度末において、当該変更に伴う影響額をその他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に加減してお

ります。 

 この結果、当連結会計年度末において、退職給付に係る負債が1,325,076千円計上されるとともに、その他の包括

利益累計額が191,721千円減少しております。 

 なお、１株当たり純資産額は19.46円減少しております。 

（連結貸借対照表関係）

※１ 非連結子会社及び関連会社に対するものは、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当連結会計年度

（平成26年３月31日）

投資有価証券（株式） 15,263千円 15,263千円

 

※２ 損失が見込まれる工事契約に係るたな卸資産と受注損失引当金は、相殺せずに両建てで表示しております。損失

の発生が見込まれる工事契約に係るたな卸資産のうち、受注損失引当金に対応する額は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当連結会計年度

（平成26年３月31日）

仕掛品 10,964千円 2,860千円

 

※３ 連結会計年度末日満期手形

 連結会計年度末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、前連結

会計年度の末日が金融機関の休日であったため、次の連結会計年度末日満期手形が前連結会計年度末残高に含まれ

ております。

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当連結会計年度

（平成26年３月31日）

受取手形 37,849千円 －千円

支払手形 126,339 －
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（連結損益計算書関係）

※１ 売上原価に含まれる受注損失引当金繰入額

前連結会計年度
（自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日）

102,882千円 △33,973千円

 

※２ 一般管理費に含まれる研究開発費の総額

前連結会計年度 
（自 平成24年４月１日 

  至 平成25年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成25年４月１日 

  至 平成26年３月31日） 

247,820千円 257,998千円 

 

※３ 減損損失

 前連結会計年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日）

 該当事項はありません。

 

 当連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日）

 当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しました。 

場所 用途 種類 

熊坂工場（福井県あわら市熊坂） 遊休資産 土地 

 当社グループの資産グループは事業所単位とし、遊休資産は原則として個々の資産グループとして取り扱って

おります。 

 熊坂工場の土地の遊休部分については、評価額が下落しているため、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当

該減少額を減損損失（5,306千円）として営業外費用その他に計上しました。 

 なお、回収可能価額は正味売却価額により測定しており、正味売却価額は不動産鑑定士の不動産評価に基づい

ております。 

（連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
 
 

前連結会計年度
（自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日）

当連結会計年度
（自  平成25年４月１日
至  平成26年３月31日）

現金及び預金勘定 8,759,508千円 8,446,134千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △2,184,674 △1,648,200

流動資産 その他 － 1,000,000

現金及び現金同等物 6,574,833 7,797,933

 

（セグメント情報等）

 前連結会計年度（自  平成24年４月１日  至  平成25年３月31日）及び当連結会計年度（自  平成25年４月１日  

至  平成26年３月31日）

 当社グループ（当社及び連結子会社）は、プレス機械及びその周辺設備の製造・販売・アフターサービス工事を主

な事業とする単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

 
 
 

前連結会計年度
（自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日）

当連結会計年度
（自  平成25年４月１日
至  平成26年３月31日）

１株当たり純資産額 897.15円 1,057.41円

１株当たり当期純利益金額 162.57円 185.54円

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前連結会計年度

（自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日）

当期純利益（千円） 1,601,272 1,827,551

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る当期純利益（千円） 1,601,272 1,827,551

期中平均株式数（千株） 9,849 9,849

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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